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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 腱板断裂に対して磁気共鳴画像法（magnetic resonance image: MRI と略）による診断が行われ
てきた．棘上筋腱，棘下筋腱断裂の MRI の感度は 90%以上であるが，肩甲下筋腱断裂に対する
感度は低い．肩甲下筋腱の病変は肩関節前上方にあるため，横断面像，斜位矢状断面像では，




が得られ，PVE を軽減できる可能性がある．本研究の目的は，放射状 MRI を用いた肩甲下筋腱
断裂に対する画像診断の有用性を明らかにすることである． 
 申請者は，肩関節鏡視下手術を行い関節鏡所見で腱板断裂を確認できた 54 例 55 肩を対象と
し，関節鏡所見による肩甲下筋断裂の有無を評価した．MRI 装置として Philips 社製 Achieva 
3.0Tesla X-series，SENSE-flex-M coil を用い，放射状断面では，スライス厚 3.0mm，field of view 
150×150mm，分解能 304×224 の条件で脂肪抑制 T2 強調画像を撮像した．撮像スライスの決
定方法では，肩甲骨関節窩に平行な矢状断面を位置決めのレファレンス画像を用いて，関節窩
中央と上腕骨頭中心を結ぶ線を回転軸として，全周性に 7.5 度間隔で 24 枚の撮像を行った．術
中の肩甲下筋腱断裂の所見の有無と，術前に 3.0Tesla MRI 装置を用いて撮像した放射状断面像，
横断面像および斜位矢状断面像での肩甲下筋腱断裂の所見の有無を比較し，肩甲下筋腱断裂に
対する各撮像断面像における MRI 診断精度を検討した． 
 肩甲下筋腱断裂に対する MRI 診断精度は，放射状断面像で感度 94.7 %，特異度 82.4 %，正
確度 90.9 %と高かった．横断面像で感度 57.9 %，特異度 100 %，正確度 70.9 %であった．斜位
矢状断面像で感度 60.5 %，特異度 100 %，正確度 72.7 %であった．横断面像，斜位矢状断面
像を合わせた画像評価でも，感度 68.4 %，特異度 100 %，正確度 78.2 %であり，放射状断面像
と比較し有意に低かった． 
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